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ツ選手やスポーツが好きな学生だけ
でなく、より幅広く、心身のウエルネス
や社会のサスティナビリティに関心の
ある学生も受け入れる予定だ。
 「本学部新設の背景の一つには、ウ
ェルビーイングに対する社会的な関心
の高まりがあります。特にこのコロナ禍
において、それは顕著になりました。ス
テイホームで身体を動かす機会が減
ったことがメンタルにも大きく影響した
ことは多くの人たちが感じていること
だと思います。人の心と身体はつなが
っています。その意味で、身体を動か
すスポーツを軸にウエルネスを考える
というアプローチはこれからの社会に

　立教大学は2023年4月、既存のコミ
ュニティ福祉学部（コミュニティ政策
学科／福祉学科／スポーツウエルネ
ス学科）を改組し、スポーツウエルネス
学部を新設する（図1）。
　新学部のコンセプトについて、学部
長に就任予定の沼澤秀雄教授は次
のように解説する。
 「『すべての人の生きる歓びのため
に』を理念とし、スポーツを通して、ウェ
ルビーイング、つまり人々がより良く生き
ることを追究するのを目的とする学部
です。教育におけるポイントは、“スポー
ツリベラルアーツ”ともいうべき多様性
です。スポーツを軸に人間性を養い、
人の心身に関わる科学を学びなが
ら、国際性やデータサイエンスなども
幅広く学ぶことで、社会のさまざまな
場面で活躍するジェネラリストを育て
ていきます」
　スポーツウエルネス学部は、スポー

とって非常に意義が深い。だからこそ
幅広い関心をもつ学生に学んでもら
いたいのです」
　このようなコンセプトに基づき、同学
部では、図2に示した3領域で教育を
展開する。スポーツ科学に関する領
域だけでなく、心身のウエルネスや環
境・サスティナブル・スポーツ教育に特

アスリートの分析に関する科目の充実度にも注目
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幸福や健康を意味するウェルビーイングへの関心が社会的に高まるなか、
立教大学は2023年4月に、スポーツを通してウェルビーイングを追究するスポーツウエルネス学部を新設する。
同学部ではどのような教育に取り組み、どのような人材の輩出を目指しているのか。
学部長に就任予定の沼澤秀雄教授や教員・学生のインタビューから明らかにしていこう。

沼澤秀雄
学部開設準備室長

2023年４月の改組構想図1
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化した領域を設けているのが大きな
特色で、アスリートパフォーマンス領域、
ウエルネススポーツ領域、環境・スポー
ツ教育領域の3領域でスポーツ指導
者、トレーナー関連資格、健康運動指
導士、レクリエーション・インストラクタ
ー、中学校・高等学校教諭一種免許状
（保健体育）、キャンプインストラクター
などの資格も目指すことができる。

　また、“スポーツリベラルアーツ”を象
徴する共通科目（図3）について沼澤
教授はこう説明する。
 「中心に置いているのはスポーツマン
シップ論とスポーツリーダーシップ論の
2科目です。アスリートが競技を通して
養うマインドやリーダーシップは社会の
幅広い分野に応用できるもの。まずは
これをしっかりと学んでもらいます。ま
た、ウエルネスに関しても生命科学や
心理学など多様な観点から学んでい
きます」
　データサイエンスに関する科目の充
実度も注目される。
 「コロナ禍で多くの人が改めて実感す
ることになりましたが、今の時代はあら
ゆる分野でデータに基づいた実証的
な議論が求められます。スポーツやウ
エルネスについて考える際にもデータ
サイエンスに関する知見や技術は必
須と考え、共通科目に組み込みました」

世界中の人々の健康状態といったビ
ッグデータも扱うほか、選手の競技中
の動きのデータを集め、分析するとい
ったアプローチもあり得る。スポーツは
データを豊富にとることができ、結果も
わかりやすく示されるので、楽しみなが
らデータサイエンスを学ぶことができる
はずだ。
　また、専門英語科目群では、アスリー
ト出身の外国人教員が指導に当たる
など、同学部ならではの特色ある英語
教育が展開される予定だ。
　さらに、大学教育では異例のｅスポ
ーツにも目を向ける。

 「豊島区、新座市、東京ヴェルディの
協力を得て寄付講座を開講する予定
です。eスポーツに関しては社会的な
注目度が高まっている一方で、科学的
な研究はまだまだ進んでいません。本
学部はここに取り組んでいきたい。例
えば、ゲームによる神経系の活動が脳
の活性化にどう関係するのか、eスポ
ーツを通して養われる集中力が実社
会での仕事力にどうつながっていくの
か、やりすぎることで心身にどのような
悪影響があるのかなど、ｅスポーツの
功罪両面を科学的に明らかにしてい
きたいですね。また、障がいのある人も
健常者と対等に楽しめるｅスポーツと
いうプラットフォームを、インクルーシブ
なコミュニケーションやコミュニティ、ま
ちづくりにどう活かしていくかということ
も研究対象としていく予定です」
　同学部が取り組む多様で先進的
な教育は、これからの社会におけるス
ポーツの可能性を示すものといえる。
ウェルビーイングに貢献するどのような
人材が輩出されていくのか、同学部
への期待は大きい。

スポーツウエルネス学部の３つの学び領域図2

スポーツ科学的知見を総合
的に理解し、アスリートのハイ
パフォーマンスに貢献できる
人材を育成。

心身ウエルネスや障がい者ス
ポーツの専門性を有し、すべ
ての人がスポーツを享受でき
る社会構築に寄与する人材
を育成。

環境問題やサスティナビリテ
ィ社会に関する知見を有し、
スポーツを通した人間教育に
貢献できる人材を育成。

多様なスポーツウエルネス学部共通科目図3
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専門英語科目群
Comparative Sport Culture,Quantitative Research 

Methods in Sport and Exercise,
Motivational Psychology in Sports and Exercise

ウエルネス科学科目群
ウエルネス科学総論、

ウエルネス理解のための基礎生命科学、
生理学、スポーツウエルネス心理学（基礎）

データサイエンス科目群
データサイエンス概論、
スポーツデータ収集演習、
スポーツデータ解析演習

スポーツ科学科目群
スポーツ科学総論、

運動方法学、運動生理学、
運動・スポーツ栄養学（基礎）

スポーツマンシップ論
スポーツリーダーシップ論
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康を支える3つの柱について科学的に
学ぶことができました。睡眠の質の重
要性など、高校時代まではあまり意識
することもなかったですから。また、『ス
ポーツスタディ』『スポーツプログラム』と
いう全学共通の科目で、フラッグフットボ
ールやアダプテッドスポーツ（障がい者
や高齢者も楽しめるスポーツ）など未知
の競技を経験できたことも勉強になりま
した」
　ゼミでは、3年次に音楽がアスリート
のパフォーマンスに与える影響を、4年
次に体重減少とアスリートのパフォーマ
ンスの関係を研究。実験では想定外の
データが出てくることも多く、科学的なア
プローチの重要性を実感することがで
きたという。
　また、髙橋さんは、入学後、女子サッ
カーチームを体育会に昇格させる取組

にも尽力。ここでも学科における多角的
な学びが役立った。
 「チームの一人ひとりと話し合い、意識
を統一させたり、応援してもらえるチー
ムになるための方法を考えたりする際
には、授業で学んだことが活かされまし
た。そのほか周囲を動かすときの熱意
の大切さ、組織運営や会計に関する
知識などもプラスに働きました」
　では、4年間の学びを通して髙橋さ
んが理解した「ウエルネス」とはどのよう
なものなのだろうか。
 「人生に価値を見出し、人生を楽しむ
ことがウエルネスなのだと感じていま
す。それはスポーツに全力で打ち込む
ことによっても、スポーツを見て楽しむこ
とによっても実現できること。この考え方
は社会人になっても活かすことができる
と信じています」

　中学時代から部活動でサッカーに打
ち込んできた髙橋七海さんは、大好き
なスポーツを軸に、社会・福祉との関わ
りやマネジメントなどを幅広く学べること
に魅力を感じ、スポーツウエルネス学科
に進学した。
 「入学後の学びは新たな発見ばかり
で新鮮でした。例えば『健康の科学』と
いう科目では、運動・休養・栄養という健

コミュニティ福祉学部
スポーツ
ウエルネス学科4年
髙橋七海さん

を目指しています」
　では、研究活動を通して見えてきたも
のとは何なのだろうか。
 「日本では、スポーツは『極めるもの』で
あり、試合での勝利や記録の更新を目
指しながら、最後までやり遂げることが
美徳とされているような印象です。組織
には厳しい上下関係や根性論といっ
た独特の『ジャパニーズ・マインド』が浸
透していて、教育や人間力の形成とい
った側面も併せもっています。一方で、
ヨーロッパではスポーツはあくまで楽し
むものであり、それぞれが自分のスタイ
ルでスポーツに取り組んでいます」
　このような違いから、例えばヨーロッパ
のアスリートは現役時代から競技以外
の分野にも興味関心をもち、セカンドキャ
リアも多様であるのに対し、日本のアスリ

ートのセカンドキャリアは画一的になりや
すいという。このような国際比較の観点
から、現在はスポーツ組織のガバナンス
を研究するライトナー准教授は、日本の
学生にこんなメッセージを贈る。
 「日本は周囲の動きに合わせようとす
る学生が多い印象を受けますが、もっと
自由にいろいろなことに挑戦してほしい
ですね。私の役割はそのために、日本
人にはない『外の視点』を伝えることだ
と思っています」

　オーストリアの元女子柔道代表選手
であり、立教大学では海外のスポーツ文
化やスポーツマネジメントに関する科目を
担当するライトナー・カトリンJ.准教授は、
自身の経験を踏まえ、アスリートのセカンド
キャリアをはじめとするスポーツの組織・
制度に関する研究に取り組んでいる。
 「日本社会や日本特有の価値観の上
に築かれたスポーツ文化・組織・制度
の特性をあぶり出し、社会学的思考に
よって分析しています。加えて、日本に
対してヨーロッパはどうなっているの
か、両者の違いや共通点はどこにある
のかといった国際比較を通して、スポー
ツを取り巻く環境を一層充実させること

コミュニティ福祉学部
スポーツ
ウエルネス学科
ライトナー・
カトリンJ.准教授
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